
岡山畜産便り 1960.10 

去勢牛の肥育に草の利用を 

―自給飼料の多給による去勢牛肥育試験より― 
和牛試験場 

 

 飼料を自給し、安価な生産費をもって肉質も低下しないような経済的

肥育事業を目標として、その方法なり肥育程度を、仕上りより判断して

検討してみました。 

 

 

 

 

 

概 要 

（１） 壮令去勢牛６頭を供用し、

粗飼料は何処でも手には

いる野草を１期、２期に多

給して約５カ月の肥育を

行なった。飼料は、普通慣

行の肥育に対し、１期 1/3、

２期 1/2の濃厚飼料を与え、

Ｔ・Ｄ・Ｎを同一価にとり、

３期を慣行量にもどし給

与して、枝肉検査までの調

査を行った。 

（２）増体成績（単位 ㎏） 

 

（３）と殺枝肉成績（単位 ㎏） 

 

（４）収支概算 

 

（５） 増体率では勿論対照牛の

方が成績がよい。一般に牛

舎の不備から尿アンモニ

アの発生のため余り増体

成績はよくなかった。 

（６） 粗飼料（野草）は初期の

軟かい内はよく食べたが、

硬くなってから草根部の

残食がありこれ以上の採

食は不可能である。（粗飼

料体重比最高 7.8％） 

（７） 飼料費は勿論対照牛の方

が 7,000 円方高くついた。

１㎏当りの増体で 20円位、

１日 50円方試験牛の方が



岡山畜産便り 1960.10 

安くすんでいる。 

（８） と殺成績で歩止は対照牛がよいが、枝肉の

㎏当り替値では試験牛の方が生体取引のた

めかえって高く売れている。 

（９） 肉質、脂肪等の状況も対照牛の方が総体的

によく、試験牛３頭の内２頭が軽度の黄色を

帯びたものが出たが、これは青野草多給与の

せいかどうか判明しない。 

（10） 収入概算では試験牛の方が約平均 3,000

円方よい結果になった。これは勿論青野草の

利用による生産コスト引下げのためである 

（11） 去勢牛のような粗飼料の利用性に富んだ肥

育を行なう場合、この程度或は採食能力さえ

あれば、これ以上多給しても肥育が可能であ

り、又生産費も安くなり、仕上がりにも左程

大きな影響がないと思う。従って厚勢の肥育

には野草の長期利用は大いに推奨してよい

と考える。 

（嘉寿記） 

 


